
中学校第３学年

数 学

令和８年度

注　意
１　 先 生 の 合 図 が あ る ま で、 冊 子 を 開 か な い で く だ さ い。

２　 調 査 問 題 は、 １ ペ ー ジ か ら 20 ペ ー ジ ま で あ り ま す。 
問 題 用 紙 の 空 い て い る 場 所 は、 下 書 き や 計 算 な ど に 使 用
し て も か ま い ま せ ん。

３　 解 答 用 紙 は、 両 面 に 解 答 欄 が あ り ま す。 解 答 は、 全 て
解 答 用 紙 に 記 入 し て く だ さ い。

４　 解 答は、ＨＢ以 上の濃さの黒 鉛 筆（シャープペンシルも可、 
ボールペンは不可）を使い、濃く、はっきりと書いてください。

５　 解 答 を 選 択 肢 か ら 選 ぶ 問 題 は、 解 答 用 紙 の マ ー ク 欄 を
黒 く 塗 り つ ぶ し て く だ さ い。

６　 解 答 を 記 述 す る 問 題 は、 指 示 さ れ た 解 答 欄 に 記 入 し て
く ださい。 解 答 欄 からはみ出さないように書 いてください。

７　 解 答 時 間 は、50 分 間 で す。

８　 問 題 用 紙 の 最 後 に、 こ の 調 査 問 題 に つ い て 質 問 が あ り
ま す。 解 答 時 間 終 了 後、 先 生 の 指 示 で 回 答 し てくだ さ い。
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調査問題は、次のページから始まります。
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中数− 1

２月３日のＡ市の最高気温は５℃、最低気温は -４℃でした。この
日のＡ市の最高気温と最低気温について、次のことがいえます。

２月３日のＡ市の最高気温は、最低気温より ℃高い。

このとき、 に当てはまる数を求めなさい。

１
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中数− 2

下の式で、７x の同類項をすべて書きなさい。

７x+９-５x+７x 2+２x

２
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中数− 3

下の図は、四角形ＰＱＲＳに対角線ＰＲをひいたものです。

a

Ｐ Ｓ

Ｑ Ｒ

b c
d

ef

上の図において、∠ a から∠ f までの６つの角のうち、ある２つの角
の大きさが等しければ、ＰＳ // ＱＲであるといえます。その２つの角を
書きなさい。

３
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中数− 4

下の表は、y が x に反比例する関係を表したものです。 に 
当てはまる数を求めなさい。

x ･･･ -３ -２ -１ ０ １ ２ ･･･

y ･･･ -６ -１２ １２ ６ ･･･

４
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中数− 5

大小２つのさいころがあります。この２つのさいころを同時に投げ
るとき、大きいさいころの目が６であり、小さいさいころの目が１で
ある確率を求めなさい。ただし、どちらのさいころも１から６までの
目の出方は、同様に確からしいものとします。

５
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中数− 6

調査問題は、次のページに続きます。
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中数− 7

次の手順で、２つの３けたの自然数をつくります。

手順

１　１から９までの自然数の中から異なる２つの数を選ぶ。それ
を「選んだ２数」と呼ぶ。（例：１と２）

２　選んだ２数の大きい方を百の位と一の位とし、小さい方を 
十の位としてできた３けたの自然数をＡとする。（例：２１２）

３　選んだ２数の小さい方を百の位と一の位とし、大きい方を 
十の位としてできた３けたの自然数をＢとする。（例：１２１）

陸斗さんと夏帆さんは、上の手順にしたがってできたＡとＢについ
て、Ａ+Ｂの値がどんな数になるかを調べました。

選んだ２数が１と２のとき、Ａは２１２、Ｂは１２１となり、
Ａ+Ｂ＝２１２+１２１＝３３３＝１１１#３＝１１１#（１+２）

選んだ２数が３と５のとき、Ａは５３５、Ｂは３５３となり、
Ａ+Ｂ＝５３５+３５３＝８８８＝１１１#８＝１１１#（３+５）

選んだ２数が２と７のとき、Ａは７２７、Ｂは２７２となり、
Ａ+Ｂ＝７２７+２７２＝９９９＝１１１#９＝１１１#（２+７）

これらの結果から、陸斗さんは次のように予想しました。

陸斗さんの予想

手順にしたがってできたＡとＢについて、 
Ａ＋Ｂの値は、選んだ２数の和の１１１倍になる。

６
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中数− 8

次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。

（１）次の調べたことは、選んだ２数が２と４のときと、３と６のとき
について、前ページの陸斗さんの予想が成り立つことを確かめたも
のです。次の に当てはまる式を書きなさい。

調べたこと

選んだ２数が２と４のとき、Ａは４２４、Ｂは２４２となり、
Ａ+Ｂ＝４２４+２４２＝６６６＝１１１#６＝１１１#（２+４）

選んだ２数が３と６のとき、Ａは６３６、Ｂは３６３となり、
Ａ+Ｂ＝６３６+３６３＝９９９＝１１１#９＝

（２）前ページの陸斗さんの予想がいつでも成り立つことは、選んだ 
２数について、具体的な数ですべての場合を調べなくても、次のよ
うな方針を考えて説明することができます。

方針

①　選んだ２数を文字で表し、その文字を用いて、ＡとＢを 
それぞれ文字式で表す。

②　Ａ+Ｂを計算し、 の形に変形できることを示せば、
陸斗さんの予想がいつでも成り立つといえる。

方針の に当てはまるものを、下のアからエまでの中から
１つ選びなさい。

ア　１１１#（整数）

イ　１１１#（１けたの自然数）

ウ　１１１#（選んだ２数の和）

エ　１１１#（ＡとＢの和）
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中数− 9

（３）７ページの陸斗さんの予想がいつでも成り立つことを文字を用い
て説明した陸斗さんと夏帆さんは、次に、手順にしたがってできた
ＡとＢについて、Ａ-Ｂの値がどんな数になるかを考えることにし
ました。

選んだ２数が１と３のとき、Ａ-Ｂ＝３１３-１３１＝１８２
選んだ２数が４と７のとき、Ａ-Ｂ＝７４７-４７４＝２７３
選んだ２数が５と９のとき、Ａ-Ｂ＝９５９-５９５＝３６４

二人は、Ａ-Ｂの値について話し合っています。

夏帆さん「１８２、２７３、３６４は、どんな数なのかな。」
陸斗さん「�例えば３６４は、選んだ２数の５と９の差である４と

関係があるかもしれないね。」
夏帆さん「選んだ２数の差の何倍かになっていないかな。」

手順にしたがってできたＡとＢについて、Ａ-Ｂの値は、選んだ
２数の差に着目すると、どんな数になると予想できますか。７ペー
ジの陸斗さんの予想のように、下の に当てはまることがら
を 「 　　 は、……になる。」という形で書きなさい。

手順にしたがってできたＡとＢについて、
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中数−10

調査問題は、次のページに続きます。
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中数−11

光希さんのクラスでは、クラス紹介の動画を撮影することになりま
した。撮影する動画のデータ量は１０００Ｍ

メガバイト

Ｂまでにすることになって
います。
そこで、動画の時間によってデータ量がどのよう

に変わるかを調べるために、同じ撮り方で時間だけ
を変えて動画を撮影し、動画の時間とそのデータ量
を記録しました。そして、動画の時間が x 秒のとき
のデータ量を y ＭＢとして、次のように表にまとめ、
下のグラフに表しました。

調べた結果

x（秒） ０ １５ ３０ ４５ ６０

y（ＭＢ） ０ ２９ ６０ ８９ １２２

（ＭＢ）y

１５０

１２５

１００

７５

５０

２５

Ｏ
x

（秒）１５ ３０ ４５ ６０ ７５

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

次の（１）、（２）の各問いに答えなさい。

（１）調べた結果の表をみて、グラフの点Ｃの座標を書きなさい。

７
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中数−12

（２）光希さんは、１０００ＭＢのデータ量で撮影できる動画の時間を調べ
るために、前ページの調べた結果を下のグラフに表しました。

動画の時間とデータ量のグラフ
（ＭＢ）y

１２００
１１００
１０００
９００
８００
７００
６００
５００
４００
３００
２００
１００

Ｏ
x

（秒）６０ １２０ １８０ ２４０ ３６０ ４２０ ４８０ ５４０３００

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

動画の時間とデータ量のグラフにおいて、原点Ｏから点Ｄまでの 
点が一直線上にあるとし、動画の時間を長くしても、動画の時間と
データ量の値の組を座標とする点が同じ直線上にあると考えます。

このとき、データ量が１０００ＭＢになるときの動画の時間はおよそ
何秒になるかを求める方法を、 x 座標や y 座標、 x の値や y の値な 
ど、 x や y を使って説明しなさい。ただし、実際に時間がおよそ何 
秒になるかを求める必要はありません。
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中数−13

　
下の手順で、鋭角である∠ＸＯＹの２倍 

の大きさの角が作図できます。

手順

１　辺ＯＸ上に適当な点Ａ、辺ＯＹ 
上に適当な点Ｂをとる。

１

１
Ｏ Ｙ

Ｘ
Ａ

Ｂ

２　点Ａを中心として半径ＡＢの円 
をかく。

２

Ｏ Ｙ

Ｘ
Ａ

Ｂ

３　点Ｏを中心として半径ＯＢの円 
をかき、 ２ の円との交点をＰと 
する。

３

Ｏ Ｙ

Ｘ
Ａ

Ｐ

Ｂ

４　直線ＯＰをひく。 ４

Ｏ Ｙ

Ｘ
Ａ

Ｐ

Ｂ

上の手順で作図した∠ＰＯＢは、∠ＸＯＹの２倍の大きさになります。

次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。

（１）手順の ４ の図において、∠ＡＯＢの大きさが a°のとき、∠ＰＯＢ
の大きさを a を用いて表しなさい。

８

Ｏ Ｙ

Ｘ
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中数−14

（２）前ページの手順で作図した∠ＰＯＢが 
∠ＸＯＹの２倍の大きさであること、つ 
まり∠ＡＯＢ＝∠ＡＯＰであることを証明 
します。図１は、手順の ４ の図の点 
Ａと点Ｂ、点Ａと点Ｐを結んだ図です。 
図１において、ＡＢ＝ＡＰ、ＯＢ＝ＯＰは 
手順から直接わかることです。これらを 
仮定とし、次のことがらを証明します。

図１において、
ＡＢ＝ＡＰ、ＯＢ＝ＯＰ ならば ∠ＡＯＢ＝∠ＡＯＰ である。

上のことがらが成り立つことは、 ＡＯＢ≡ ＡＯＰを示すことで
証明できます。下の証明を完成しなさい。

証明

ＡＯＢと ＡＯＰにおいて、

合同な図形の対応する角は等しいから、
  ∠ＡＯＢ＝∠ＡＯＰ

Ｏ Ｙ

Ｘ
Ａ

Ｐ

Ｂ

図１
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中数−15

（３）１３ページの手順で示した作図とは違う方法で、∠ＸＯＹの２倍の大
きさの角を作図する方法を考えます。

方法

①　辺ＯＸ上に適当な点Ｃをとり、 
点Ｃを通る辺ＯＸの垂線をひき、 
辺ＯＹとの交点をＤとする。

Ｏ Ｙ

Ｘ
Ｃ

Ｄ

②　直線ＣＤ上に線分ＣＤと線分 
ＣＱの長さが等しくなるように、 
辺ＯＸに対して点Ｄと反対側に 
点Ｑをとる。

Ｏ Ｙ

Ｘ
Ｃ

Ｄ

Ｑ

③　直線ＯＱをひく。

Ｏ Ｙ

Ｘ
Ｃ

Ｄ

Ｑ
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中数−16

次の図２は、前ページの方法によって作図したものです。この 
図２において、∠ＱＯＤが∠ＸＯＹの２倍の大きさであること、つまり
∠ＣＯＤ＝∠ＣＯＱであることの証明を考えます。

Ｏ Ｙ

Ｘ
Ｃ

Ｑ

Ｄ

図２

そこで、方法の①、②のそれぞれから直接わかることを仮定とし、 
証明することがらを次のように表します。

図２において、
Ⅰ 、　Ⅱ　 ならば ∠ＣＯＤ＝∠ＣＯＱ である。

上の Ⅰ には、図２において方法の①から直接わかること、 
Ⅱ には、図２において方法の②から直接わかることが入ります。 
Ⅰ 、 Ⅱ のそれぞれに当てはまるものを、下のアからオま 

での中から１つずつ選びなさい。

ア　ＣＤ＝ＣＱ

イ　ＯＤ＝ＯＱ

ウ　∠ＯＤＣ＝∠ＯＱＣ

エ　∠ＣＯＤ＝∠ＣＯＱ

オ　ＯＸ⊥ＣＤ
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中数−17

保健委員の桃音さんと悠真さんは、自分たちの学校の生徒の睡眠時 
間の特徴について、保健だよりで報告することにしました。そこで、 
全校生徒３００人を対象に、ある日の起床時刻と就寝時刻を調査し、睡
眠時間を調べました。

次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。

（１）二人は、全校生徒の睡眠時間の分布の傾向を調べようと考え、次 
の表にまとめました。

全校生徒の睡眠時間の度数分布表

階級（時間） 度数（人） 累積度数（人）
以上 未満

４ 〜 ５ １

５ 〜 ６ １４

６ 〜 ７ ７５ ア

７ 〜 ８ １２６

８ 〜 ９ ６２

９ 〜 １０ ２０

１０ 〜 １１ ２

合計 ３００

全校生徒の睡眠時間の度数分布表の ア には最小の階級から 
６時間以上７時間未満の階級までの累積度数が入ります。 ア に
当てはまる値を求めなさい。

９
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中数−18

（２）二人は、学年によって睡眠時間の分布の傾向にどのような違いが 
あるか気になりました。そこで、次のような箱ひげ図に表して、学 
年別の睡眠時間の分布の傾向を調べることにしました。

学年別睡眠時間の箱ひげ図

１年生

２年生

３年生

４ ５ ６ ８７ ９ １０ １１（時間）

学年別睡眠時間の箱ひげ図から、次のことがわかります。

１年生は、 Ⅰ がおよそ８時間であることがわかる。
２年生と３年生は、 Ⅱ が７．５時間以上８時間未満の値

であることがわかる。
よって、睡眠時間が８時間未満の生徒の割合は、１年生よ 

り２年生と３年生の方が大きい。

上の Ⅰ 、 Ⅱ のそれぞれに当てはまる言葉を、下のア 
からオまでの中から１つずつ選びなさい。

ア　最小値　　　　　　イ　最大値　　　　　　ウ　中央値

エ　第１四分位数　　　オ　第３四分位数
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中数−19

（３）二人は、睡眠時間の特徴をさらに知りたいと思い、全校生徒を次
のように分け、睡眠時間の分布の傾向を調べることにしました。

桃音さん…起床時刻が７時より前と７時以降の生徒に分ける
悠真さん…就寝時刻が２３時より前と２３時以降の生徒に分ける

桃音さんは、起床時刻で分けた場合について、各階級の相対度数
を求めて度数分布多角形（度数折れ線）に表しました。

桃音さんが調べたこと

起床時刻が７時より前の生徒・・・２１１人
起床時刻が７時以降の生徒・・・・・	 ８９人

７時より前

７時以降

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ （時間）
０

０．０５
０．１０
０．１５
０．２０
０．２５
０．３０
０．３５
０．４０
０．４５
０．５０

（相対度数）

桃音さんは、上の２つの度数分布多角形を比較して、次のように
まとめました。

桃音さんのまとめ

２つの度数分布多角形は同じような形である。また、２つ
の度数分布多角形はほぼ同じ位置にある。
したがって、起床時刻が７時より前の生徒と７時以降の生

徒の睡眠時間は同じような傾向にある。
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中数−20

悠真さんは、就寝時刻で分けた場合について、各階級の相対度数 
を求めて度数分布多角形に表しました。

悠真さんが調べたこと

就寝時刻が２３時より前の生徒・・・１５２人
就寝時刻が２３時以降の生徒・・・・・１４８人

２３時より前

２３時以降

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ （時間）
０

０．０５
０．１０
０．１５
０．２０
０．２５
０．３０
０．３５
０．４０
０．４５
０．５０

（相対度数）

悠真さんが調べたことの２つの度数分布多角形を比較すると、「就
寝時刻が２３時より前の生徒と比べて、２３時以降の生徒の方が睡眠
時間が短い傾向にある」と主張することができます。そのように主 
張することができる理由を、悠真さんが調べたことの２つの度数分 
布多角形の形と位置を比較して説明します。前ページの桃音さんの 
まとめを参考にして、下の説明を完成しなさい。

説明

したがって、就寝時刻が２３時より前の生徒と比べて、２３
時以降の生徒の方が睡眠時間が短い傾向にある。
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これで、数学の調査問題は終わりです。 
最後に質問があります。解答時間終了後、 
先生の指示で回答してください。
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【質問】 ※解答時間終了後、先生の指示で回答してください。

それぞれの質問について、当てはまるものやあなたの考えに最も 
近いものを１つ選んで、解答用紙の の中のマーク欄（番号）を 
黒く塗りつぶしてください。

（１）今回の数学の問題では、解答を言葉や数、式を使って説明す
る問題がありました。それらの問題について、どのように解答
しましたか。

１	 全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力した

２	 書く問題で解答しなかったり、解答を書くことを途中で 
あきらめたりしたものがあった

３	 書く問題は全く解答しなかった

（２）解答時間は十分でしたか。（50 分）

１	 時間が余った

２	 ちょうどよかった

３	 やや足りなかった

４	 全く足りなかった
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